
企画刊行運営小委員会・建築学会環境基準作成小委員会 

合同委員会 

2013 年度第 2 回議事録（案） 

 

記録：田中（幹事） 

 

日 時：2013 年 11 月 1 日（水） 10:00～11:30 

場 所：建築会館 305 会議室 

出席者：佐土原聡（主査）、田中貴宏（幹事）、田端淳、西名大作、平松友孝、新納敏文 

金勲（田辺新一代理）、榎本和正（事務局）  （順不同、敬称略） 

 

１．議事録（13/09/11）確認：幹事（田中） 

・ 前回議事録の確認を行った。 

 

２．刊行委員会報告：佐土原主査 

・ 刊行物の英文化促進のために、一刊行物 50 万円を上限として支援される。ネイティブ

チェック等に使用可能。 

・ 総務委員会より刊行委員会に提案があり、社会ニーズにあわせた出版計画をしてもらい

たい、査読プロセスをスピーディーにしてもらいたい、積極的に広報を行ってもらいた

い等の指摘があった。 

・ 刊行物は個人名で出版するのではなく、学会名で出版するよう、再度確認がなされた。 

 

３．各刊行物の進捗状況報告 

(1) 建築環境心理生理用語集（和英・英和）（刊行済み）：佐土原主査（代理） 

・ 刊行済。 

(2) 実務者のための自然換気設計ハンドブック（刊行済み）：佐土原主査（代理） 

・ 刊行済。シンポジウムが 10 月 8 日に開催された。 

(3) 親水空間論－時代性・場所性から考える（仮）：佐土原主査（代理） 

・ 進行中。発行は来年度になる見込み。 

(4) 建築・光 ～ architecture = design × engineering ～（仮）：佐土原主査（代理） 

・ 設置期間が終了するので、小委員会は本年度で終了。 

・ コアメンバーで作業を行い、来年度刊行予定（彰国社が引き受け予定）。 

(5) クールルーフガイドブック：近藤委員 

・ 進行中（95%の原稿が揃った）。 

・ 年内（もしくは年度内）に刊行予定。 

(6) 電気室から漏洩する磁場の予測・対策・計測評価技術（仮）：新納委員 



・ 10 月に脱稿したので、2 月に刊行予定。 

・ 2 月 25 日の電磁環境の発表会にて紹介予定。 

(7) 感覚・知覚心理研究の最前線：西名委員 

・ 10 月初旬に執筆依頼という予定であったが、1 ヶ月程度予定より遅れている。 

・ 出版については、技報堂出版と相談を進めている。 

(8) 空気質環境設計法：事務局（代理） 

・ 予定通り進行中。2015 年 3 月発行予定。 

(9) (AIJES)温熱心理・生理測定法規準・同解説：事務局（代理） 

・ 査読結果が届いた（回覧）。 

・ 来年 3 月に講習会を予定。 

(10) (AIJES)集合住宅遮音性能規準：平松委員 

・ 査読結果が届いた（回覧）。 

・ 3 月 7 日に講習会を行う予定。 

(11) (AIJES)集合住宅遮音設計指針：田端委員 

・ 予定通り進捗中。3 月 7 日に講習会を行う予定。 

・ 前回の宿題であった外部査読結果を資料として提出。 

(12) (AIJES)ホルムアルデヒドによる室内空気汚染に関する設計・施工等規準・同解説（改

訂版）：事務局（代理） 

・ 外部査読、3 名に見ていただいた。 

・ 査読内容をベースに修正予定（微修正がなされる予定）。 

(13) (AIJES)サーマルマネキンを用いた室内温熱環境評価規準：金氏（田辺委員代理） 

・ 現在、DS に向けた内部査読中。全体で 75 頁程度となる予定。 

・ シンポジウムで、DS を回覧し、そこでパブコメとして意見をもらいたい（1 回目の外部

査読は省略）。また、HP でもパブコメを行う。 

・ 2014 年 12 月入稿、2015 年 3 月刊行・講習会となる予定。 

 

４．AIJES の査読結果報告 

(1) (AIJES)温熱心理・生理測定法規準・同解説：事務局（代理） 

・ 5 名に査読を行ってもらい、全てに対して対応を行った。 

→承認され、11 月の本委員会に上げることとなった。 

(2) (AIJES) 集合住宅遮音性能規準：平松委員 

(3) (AIJES) 集合住宅遮音設計指針：田端委員 

 現在の査読状況が報告され、その後、意見交換がなされた。主な意見を以下に記す。 

 現在のところ査読が 1 名なので、このままでは本委員会での審議に入れない。 

 規準は影響力が大きいので、外部査読者は 2 名以上必要。流れから言えば、安岡

先生に依頼するのが良いのでは。 



 講習会ありきではないので、数か月延期し、予定を後ろに回してはどうか。 

(4) (AIJES) ホルムアルデヒドによる室内空気汚染に関する設計・施工等規準・同解説（改

訂版）：事務局（代理） 

・ 2 名に査読者を行ってもらい、対応を行った。 

→承認され、11 月の本委員会に上げることとなった。 

 

５．2014 年度小委員会設置／廃止申請、小委員会活動計画案について 

 全て承認。 

→一括して本委員会に上げることとなった。 

 

６．その他 

・ 次回は 2 月 13 日（木）10:00 より開催することとした。 

 

以上 


